
本技術の特徴

従来の「自動通信機能」でデータの送受信を完了するには

「同種端末同士、かつ同一ソフトウェアが装填されている」

という条件をクリアする必要がありました。

本発明では従来、せっかく通信が確立しても「非カウント

対象」として破棄されていた未活用データを「カウント対象」

として活用し、なおかつ異種端末同士、異なるソフトであって

も送受信可能とし「自動通信」を成立しやすくいたしました。

特定の商業施設・イベント会場・店舗などで本技術を取り入れたソフトをダウンロード等に

より配布することで、来場者の行動範囲拡大や、滞在時間増といった効果を期待できるため、

新たな集客ツールとしての利用が可能となります。

本技術を実現するためのプログラム作成には、従来のソフト開発の知識を有する者であれば、

簡単かつ殆どコストをかけずに実現可能である点も大変魅力的です。

ビジネスプラン例

「テーマパーク」や「ショッピング」を楽しみながら顧客自身意識することなく「クーポンをGET!!」

※無料で来場者の携帯端末に会場案内図や「自動通信機能」を利用して育つキャラクターなど

を配布する。

                 

テーマパークやショッピングを楽しんだ後に確認

するとメールの送受信などの電波によりキャラク

ターが成長するなどして、次回入場割引券の配布、

無料でリアルなお土産が貰える、など。

新しいサービスとしてマスメディアへの話題性も

あり、市場の活性化も図ることができます。

その他ソフトウェアの内容の充実、集客、

ユーザ間のコミュニケーションツールと

しても話題性のあるさまざまなプランが

考えられます！！
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